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Ⅰ. はじめに 
 
1.1 観光情報におけるウェブサイトの台頭及び 
シソーラスの意義 
近年、ICT(Information and Communication Techno 
logy＝情報通信技術)の発達により，消費者が観光情報
を得る方法に変化が見られるようになっている。 社団
法人日本観光協会の調査によっても，旅行情報の取得
先が過去１位だった「家族・友人の話」から「インタ
ーネット」にとって変わられる事態となり，さらに筆
者が行った旅行情報に関する調査では回答者の半数以
上が，旅行先未定で旅行情報の収集行動をする際にウ
ェブサイトにおいて「ネットサーフィンをする」とい
うことが明らかとなった(抜井 2010)。またその行為に
付随し，キーワードによる検索行為が重要性を増して
いる傾向が窺える。 
インターネット上の情報は，情報爆発(Information 
Explosion)，或いは情報洪水(Information Inunda 
tion) ともいわれる状況となっており，そこでインタ
ーネット上において大きな位置を占めるようになった
のが，サーチエンジン(Seach Engine)である。サーチ
エンジンとは，膨大な情報の中からユーザが必要とし
ている情報が，インターネット上のどのウェブサイト
において提供されているかを探し出す支援システムを
いう。そしてサーチエンジン上で情報検索をする際に
用いられるのがキーワードであり，キーワードをサー
チエンジン上に入力することにより，膨大な情報の中
から欲する情報をユーザが能動的に収集することがで
きる。インターネットのデータの量的な拡大と使用が
加速度的に広がっていく過程においてキーワード検索
の需要は増加し，辻井(2010)はさらに Webにおける単
純なキーワード検索から，分野を限定することで分野
知識やテキストの意味を考慮した深い検索（deep Sear 
ch,semanticsearch）への関心が高まっていると述べて
いる。そのため深い検索に関係する分野別のシソーラ
スが注目されつつあり，テキストマイニング技術を
Web という情報空間に適用する研究が活発化している。
辻井(2010)は，テキストマイニング技術と関連が非常
に深いものとして，セマンティック Web（意味 Web）と
そこで使われるオントロジの技術があると記し，次の
ようにも述べている。 
摘 要
語句の関連性を表した統制言語の語彙集ともいえるシソーラスは，近年インターネットの発達によって検索
語句や索引語などの研究とともに重要性が高まっている。そのためさまざまな分野において分野別のシソー
ラスの構築が試みられているが，観光に関わるトラベルライティング分野においても，特有の語句関係が窺
われる。そこでこれらに頻出する語句をまとめシソーラスを構築した場合，その観光シソーラスが観光情報
検索や情報提供をする際の一助となるだけでなく，観光記事執筆のためにも援用できると考えられる。本論
文ではその背景を説明し，さらにインターネットにおけるシソーラスの重要性に関する概説を交えながら，
事例として観光協会のウェブサイトにおける観光記事より語句を抽出し，その関係性の可視化が可能なテキ
ストマイニングを行った上，コロケーション(語相互間の結びつき)を付加し，観光情報検索及び記事執筆の
両義において援用可能となる観光シソーラスの枠組みを構築することを試みる。 
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あらかじめ意味規定が明確なキーワード群を
用意する制限キーワード 1）の方式では，あ
いまい性・多様性という自然言語の欠点を取
り除くことができる。セマンティック Web の
メタデータはこの制限キーワードを発展させ
て，単純なキーワードのリストではなくその
関係までも構造化して表現しようとするもの
である。（中略）セマンティック Webでは概念
の意味はその概念とある特定の関係でつなが
る他の概念群で定義されると考える。このよ
うに特定分野での概念間の関係を論理的に規
定したものが，セマンティック Web でのオン
トロジ 2)である。 
 
したがって今後セマンティック Web が構築されてい
く状況下において，分野別のシソーラス及びオントロ
ジが重視されると考えられている。 
 
1.2 トラベルライティングへのテキストマイニング
の導入 
一方，情報化社会の進展に伴い，旅行情報において 
もウェブサイトやブログ，SNS などを利用する旅行体
験者発信型のメディアが急速に浸透している。すなわ
ち旅行者が自らトラベルライティングし発信する時代
となってきているが，それらに頻出するキャラクター
コード（数字）で表わすことの出来ない，「朝日が美し
い」，「夕日が綺麗」といった「漠然とした概念」(守屋・
井出 2009)を検索することは，曖昧さを伴う分，数値
化できるものより困難であるといわれている。そのた
めこのような概念を含んだ語句を検索するための，観
光情報のシソーラスをテキストマイニングを用い構築
することが，守屋・井出(2009)により提案されている。   
さらにその論文では観光情報のシソーラスの 
構築実験を試行し，既存の日本語のシソーラス 
辞書から観光に関する単語を抜き出し，階層構 
造，関連付けを行っている。その一例が図１で 
ある。概観しても，観光に関する特有の語句関 
連が存在することが見て取れる。 
また守屋・井出(2006)は，シソーラスには情 
報検索支援ツールと文書作成ツールとしての役 
割があると述べている。情報検索支援ツールと 
しては観光情報の分野別のオントロジとなる可 
能性があり，文書作成ツールとしては観光シソ 
ーラスがガイド文や紀行文などの文書作成をた 
やすく行えるツールとなり，ウェブサイト記述 
者への援用だけでなく，広範なトラベルライティング
へ利用可能になると考えられる。 
 
1.3 観光協会ウェブサイトの現状 
トラベルライティングにおいて文書をたやすく構成
できる観光シソーラスを念頭に，どのような媒体やウ
ェブサイトでそのようなシソーラスが必要かを考えた
ところ、長年観光情報の主たる情報源の一旦を担って
きた観光協会における，公式ウェブサイトが浮かび上
がってきた。 
近年観光協会のウェブサイトは，インターネット環
境の変化につれて，多言語化，ブログや掲示板の導入，
レストラン・宿の検索機能付加など，掲載項目や機能
面で変容の過渡期にあり，2008年に筆者の行った調査
においても，若年層における観光協会情報の利用離れ
の傾向が明らかとなった(抜井 2010)。そこでインター
ネット利用者の多い若年層へ利用増加を促す対策も必
要となっており、若年層の利用が多いブログや掲示板，
SNS などへの記述や活発な働きかけが必要となってい
る。加えて前述の筆者による調査によれば，消費者は
観光協会の情報に地元発信ならではの具体的かつ詳細
な情報を求めている傾向にあったが，市区町村レベル
の観光協会においては職員が情報の更新業務を行って
いるところも少なくない。このような状況下で各地の
観光協会では，ウェブサイトの機能強化や SEO対策に
加え，掲載記事執筆者の記述能力も求められるように
なっている。 
そのため文書をたやすく構成できる観光シソーラス
が構築された場合，旅行者によるトラベルライティン
グの場面だけでなく，観光協会においても記事執筆を
担う担当者により有効活用できる可能性がある。 
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1.4 研究の目的 
これらの背景を踏まえ，今回はさまざまある媒体，
ウェブサイトの中から，テキスト文書の抽出元として
観光協会のウェブサイトを利用するが，研究目的とし
てはトラベルライティングのドキュメントから頻出す
る用語や概念を抽出し，関連性を分析・可視化するこ
とにより，汎用可能な観光シソーラスの基本となる枠
組みを構築することを目的とする。 
 
Ⅱ. 研究の方法 
 
本研究では観光学研究において，メディア媒体の言
説について分析対象としたものを整理した。奈良の観
光地イメージをテキスト分析した遠藤(2001)，道央圏
の観光地イメージ分析にテキストマイニングを用いた
伊藤(2006)，前述守屋・井出（2009）などの研究で用
いられた手法を参考にした上で，観光協会ウェブサイ
ト上に記述されている観光名所に関するドキュメント
を抽出し，それらの文章に対し言語処理を施した。そ
の上でテキストマイニングし，形態素解析，アソシエ
ーション（関連性）分析を行い，結果を Webマップで
視覚化， その後，それらを改めて構文化し，シソーラ
スの枠組みを構築することとする。さらにトラベルラ
イティングに援用するためのシソーラスとしての有用
性を確かめるため，それらと現在発行されている日本
語シソーラスや類語辞典との比較を行い、差異や利便
性などを検証する。 
 
Ⅲ. 事例分析 
 
3.1 調査対象 
今回語句を抽出するウェブサイトは 47 都道府県か
ら１市区町村ずつ選出し，それぞれの観光協会ウェブ
サイトをベースとして語句を抽出，テキストマイニン
グを行った。47都道府県から１市区町村ずつを選出す
る基準としては，まず都道府県の入込客数に関する資
料を収集した。その上で市区町村別入込客数が明らか
な場合は，第 1位の市区町村を採用。また市区町村別
入込客数が明らかになっていない場合，例えば入込客
数がエリア別統計の場合は，1 位のエリア内で各都道
府県の観光資源や宿泊施設が最も集積している市区町
村を採用。さらにそれらで採用された市区町村の観光
協会ウェブサイトの記述を確認し，観光名所に関する
記述量が抽出するに値しない場合は次点の市区町村を
採用した。なお市区町村決定の後，当該ウェブサイト
のテキストから名所に関する記述を選出し，１物件ず
つの記述を表計算ソフトウェア「エクセル」ファイル
上にすべて抽出したところ，47市区町村合計の抽出物
件数は全 4276件となった。さらにそれぞれがどのよう
な物件か把握し分類するために，筆者がカテゴリを付
与した。カテゴリは総数 215種に上り，中でも物件が
100件以上のあったカテゴリは、寺院 713件，神社 372
件，展示館 233件，公園 215件，建造物 193件，資料
館 163件，体育施設 161件，美術館 155件，碑 150件，
史跡 114件，街路 114件であった。 
 なお今回テキストマイニングの作業に使用したア
プリケーションソフトウェアは，「IBM SPSS Text 
Analysis 4」である。このソフトの特徴としては，基
幹辞書の一部に 360億パターンの「感性理解知識辞書」
や 254万語の「意味共起解析基本辞書」を内蔵してお
り，関連語などの精度が高い。また日本語においては
係り受けや文中で主語省略が頻繁に行われるといった
問題があり，これらの処理が英語圏などに比べ日本語
のテキストマイニングを困難にしていた要因でもある
が，その点において日本のテキストマイニング実用初
期に用いられていた「ChaSen」や「CaboCha」より，「IBM 
SPSS Text Analysis 4」は利便性が高い。そのような
利点から今回は上記テキストマイニングソフトを用い，
形態素解析，頻出語・類義語の整理をし，その後、頻
出語の中で出現数の多い語句，特徴語などを残した上
で，Web マップの制作を行った。その一例として，本
論文では北海道の札幌市観光協会ウェブサイトのテキ
ストドキュメントにおける作業内容を事例に加え，詳
解する。 
 
3.2 事例 札幌市観光協会 Webテキストマイニング 
札幌市観光協会のウェブサイト上にあった名所は
78件にのぼり，記述内容をテキストマイニングソフト
を利用して形態素解析し語句を抽出すると，本論文で
例として挙げる「公園」カテゴリに含まれる出現語句
は 487語となった。ただしそのままテキストマイニン
グを行った場合，Web マップ上に表される語句が多数
のため Webマップが込み入りすぎ，「公園」と出現語句
との関係がわかりづらい。そのため語句を整理しなが
ら何度かテキストマイニングを繰り返した後で，「公
園」の頻出語，共起関係となった語句を取り出した。
その結果は表１のようになった。 
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表 1 札幌市観光協会ウェブサイト「名所」カテゴリ 
   優先語「公園」の場合、共起する頻出語（語句整理後） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なおテキストさまざまな手法によって成り立ってい
るが、一般的なパターンの形式には分布（及び比率）、
なおテキストマイニングで行われる手法は、対象とな   
なおテキストマイニングで行われる手法は，対象と
なる文書集合における概念の出現パターンを見つける
さまざまな手法によって成り立っているが，一般的な
パターンの形式には分布（及び比率），頻出及び近接頻
出集合，相関の 3パターンが含まれる。そして当該ソ
フトで作成できる Webマップは 4種あるが，そのひと
つ，ばね埋込みネットワークグラフは 2次元平面にお
いて節点を分散させつつ，重み付けスキーム 3)によっ
て連結した節点を互いに近く配置しようとするもので
ある。これは節点の関連性や分離性を，すばやく視覚
的にたどることができる。今回は共起する語句とのパ
ターン探索に用いることも必要であることから，効果
的に利用できるグリッドレイアウト（ばねグラフ）が
使用に適していると考えた。 
そして図 2の Webマップを利用し，そこで得られた
頻出語や共起度数の関係から「公園」を中心とした語
彙関係を整理をしてみたところ，このサンプルにおけ
る語句の関係性を明らかにできた。それを左に動詞・
形容詞につながる語句，右に名詞とし，シソーラスで
よく用いられる形式にしたのが，図 3である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公園優先 共起頻度 共起度数 
カテゴリ内の 
出現比率 
子供 40 4 14.10 
冬 40 4 11.54 
自然 40 4 12.82 
開催 30 3 11.54 
場所 30 3 10.26 
緑 30 3 12.82 
～以下、略 ～ ～ ～ 
（2010年筆者調査より筆者作成） 
 
そして公園を優先語として共起関係にある語句の出現
率を計算し、さらに固有名詞や「ある」、「いる」など
の他の語句にも同様に頻出する語句を排除し、視覚化
したものを Webマップとして表したものが、図 2のば
ね埋込みネットワークグラフ（グリッドレイアウト）
である。 
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図 3 札幌市観光協会ウェブサイト「名所」カテゴリ 
「公園」を中心とした語彙関係 
（2010年筆者調査により筆者作成） 
 
 また同様に残りの 46市区町村のウェブサイトより，
「名所」カテゴリ，優先語「公園」と共起する頻出語
関連を 46回テキストマイニングし、まとめたものが図
4となる。広義語，狭義語の上下関係については他の
類語辞典やシソーラスも鑑みた上で，筆者判断とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 47市町村ウェブサイト「名所」カテゴリ 
「公園」を中心とした語彙関係    
（2010年筆者調査により筆者作成） 
 
ただし図 3・4は語句の関係性が明らかになっている
だけで，本論文の目的である文章を作成する際の一助
とはなり難い。そこでこれらをより文章作成に適した
形にするため，文章作成に有用とされるコロケーショ
ンを利用することとする。コロケーションとはある単
語がどのような単語と結びつくのか（＝collocation
語相互間の結びつき），名詞・動詞・形容詞がどのよ
うな語と結びついて連語を成すかをいい，用例を使用
し文章形態で著したものがコロケーション辞典となっ
ている。欧米では文章作成の際，コロケーション辞典
を多用するが，日本ではなじみが薄く，現在出版され
ているものの中では有用なものがない。そこで日本に
おけるコロケーション辞典として有名な勝又銓吉郎編
「新英和活用大辞典」（1970）を利用し，「どんな述語
をとるか」「どんな修飾語がつくか」などその形式一例
を参考にした上、全国 47市区町村のウェブサイトの
「名所」カテゴリより，優先語「公園」と共起する頻
出語の関連を使用し著したものが図 5となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
図 5 優先語「公園」コロケーションを 
用いた表現表記一例 
（2010年筆者調査により筆者作成） 
                     森＝関連語(RT)   
関連語(RT)＝いう  自然＝広義語（BT）   林＝関連語(RT)       
関連語(RT)＝歩く      ↑      樹々＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝通す  ← 公園＝優先語→   緑＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝通す             芝生＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝おく              子供＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝おる              彫刻家＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝オープン           冬＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝設計             夏＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝開催              四季＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝利用              施設＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝楽しむ        イベント＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝楽しい            場所＝関連語(RT) 
                        （一部省略） 
ｎ 公園  
   V  公園が広がる」 公園でくつろぐ」 公園を散歩する」 
公園で遊ぶ」 公園でイベントを開催する」 
Ｑ 広い公園」 ～で遊べる公園」 眺めのいい公園」 
広大な敷地広がる公園」 花咲き誇る公園」 
緑豊かな公園」 自然豊かな公園」 野趣あふれる公園」 
自然の地形を活かした公園」  
花見を楽しめる公園」 整備された公園」  
～がくつろぐ公園」 
野鳥飛び交う公園」 ～年に完成した公園」  
～を中心に広がる公園」    
子供から大人まで楽しめる公園」 ～でにぎわう公園」    
 Ｐ 公園に」 公園で」 公園全体に」 
 敷地面積～の公園で」 
類 BT自然  
NT国立公園」 国定公園」 遺跡公園」 庭園」 緑」  
他 森」 林」 樹々」 芝生」緑」広場」 園地」 植物園」 
動物園」遊園地」 子供」 野鳥」  
ぶらんこ」 砂場」 鉄棒」 
※ｎ＝名詞  
Ｖ＝名詞を支配する動詞・名詞がどんな述語をとるか  
Ｑ＝どんな修飾語がつくか   
Ｐ＝どんな前置詞がくるか  
類語 BT=上位語、NT=下位語 反対語 他関連語 
          自然＝広義語（BT）   森＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝できる   ↑           林＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝広がる ← 公園＝優先語→   樹々＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝くつろぐ  ↓         芝生＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝遊ぶ  国立公園＝狭義語(NT)    緑＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝歩く  国定公園＝狭義語(NT）  子供＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝散歩  庭園 ＝狭義語(NT)   噴水＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝楽しむ           ぶらんこ＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝オープン            砂場＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝開催              鉄棒＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝利用        イベント＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝広い              野鳥＝関連語(RT) 
関連語(RT)＝眺め                （一部省略）
表 1 札幌市観光協会ウェブサイト「名所」カテゴリ 
   優先語「公園」の場合、共起する頻出語（語句整理後） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なおテキストさまざまな手法によって成り立ってい
るが、一般的なパターンの形式には分布（及び比率）、
なおテキストマイニングで行われる手法は、対象とな   
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ある。これは節点の関連性や分離性を，すばやく視覚
的にたどることができる。今回は共起する語句とのパ
ターン探索に用いることも必要であることから，効果
的に利用できるグリッドレイアウト（ばねグラフ）が
使用に適していると考えた。 
そして図 2の Webマップを利用し，そこで得られた
頻出語や共起度数の関係から「公園」を中心とした語
彙関係を整理をしてみたところ，このサンプルにおけ
る語句の関係性を明らかにできた。それを左に動詞・
形容詞につながる語句，右に名詞とし，シソーラスで
よく用いられる形式にしたのが，図 3である。 
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緑 30 3 12.82 
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そして公園を優先語として共起関係にある語句の出現
率を計算し、さらに固有名詞や「ある」、「いる」など
の他の語句にも同様に頻出する語句を排除し、視覚化
したものを Webマップとして表したものが、図 2のば
ね埋込みネットワークグラフ（グリッドレイアウト）
である。 
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3.3 事例に対する考察 
さらに本論文の調査によって構築された図 5優先語
「公園」のコロケーションを用いた表現表記一例の結
果が，文章作成において有用かどうかを調査するため，
現在日本で出版されている他の類語辞典やシソーラス
辞典と比較を行う。その上で，この事例が意義のある
研究であったかを考察する。 
比較のベースとなる辞典には，さまざまな辞典を鑑
みた上で，語句の意味の近さ・遠さで順番が決定され
ている講談社「類語辞典」（図 6），日本語におけるコ
ロケーションと文章表現に近いものを表す際の参考な
る三省堂「文章表現のための類語類似辞典」（図 7），
文学作品の実例も含め多様な表現が表されている岩波
書店の「日本語 語感の辞典」（図 8），類語の使い分け
に詳しい小学館「使い方の分かる類語例解辞典」（図 9），
日本のシソーラスの基準として扱われている大修館書
店の「日本語大シソーラス」（図 10）を採用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 講談社 類語辞典 見出し 
「公園」の表記 
 
 
 
 
 
   図 7 三省堂 文章表現のための類語類似辞典  
見出し「公園」の表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 岩波書店 日本語 語感の辞典  
見出し「公園」の表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 小学館 使い方の分かる類語例解辞典  
見出し「公園」の表記 
 
 
 
 分類  
小分類：遊ぶ・くつろぐ（遊戯・休息） 
名詞の類：トコロ 
 語釈・用例・複合語例（→）・対義語（⇔）・注記◇  
① 樹木や草花を植え，遊具などを設置した，公衆が
遊んだりくつろいだりする場所．多く，市街地に
ある． 
【用例】「子供のころは近所の ～ で毎日遊んだものだ」→ 
【複合語例】 児童公園 ◇②に対して 都市公園 という． 
② 観光や自然保護のために定められた広大な地域． 
【複合語例】→国立公園・国定公園・自然公園・森林公園  
◇一般に ○○公園 の形で用いる． 
①に対して 自然公園 という． 
  語義・用例〈 〉・文学作品に出てくる実例   
１市民の憩いの場として設けられる公共の庭園をさし， 
会話にも文章にも使われる日常の漢語． 
【用例】「 ～ のぶらんこ」「 ～ を散歩する」  
【文学作品に出てくる実例】 
林芙美子の『放浪記』に 
「玩具箱をひっくり返したような ～ の中」とある． 
２「国立 ～ 」のように， 
自然保護や観光・保養などの目的で指定された 
広大な地域をもさし，その場合はやや専門的． 
 
 
 
 文例（→）・類語（類）  
【文例】「市民が楽しめる ～ を作る」  
【類語】 庭園・緑地・広場・園地・植物園・動物園・遊園
  
 カテゴリ  
大分類：衣食住   中分類：庭・塀 
 見出し語（類語グループ）  
公園／遊園地／パーク 
【共通する意味】人々の憩いの場として作られた施設． 
【英】 a park 
【使い方】 
  [公園]→「公園の中を散歩する」→児童公園→自然公園 
[遊園地]→遊園地へ行って観覧車に乗る  
[パーク]→テーマパーク 
【使い分け】 
  １「公園」は，公衆の保健，慰安などのために，国，ま
たは公共団体によって造られた庭園，または一定区域を
いう．ぶらんこやすべり台，鉄棒，砂場などが設置され，
児童の遊戯のために造られたものや，山，水，樹木，草
花や動物などを組み合わせて造られた空間， 
また， 国立公園 のように，自然の状態を保存，管理す
る広大な一定の地域．「公苑」と書くこともある． 
  ２「遊園地」は，子供などが楽しく遊べるような設備を
整えた場所をいう．ぶらんこ，すべり台などよりも，機
械仕掛けで動く設備が多く，それらを利用するものは通
常は有料となっている． 
  ３「パーク」は，「テーマパーク」のように，他の語と複
合して使われ，単独で使われることはあまりない． 
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【カテゴリー】 
 
 
 
図 10 大修館書店 日本語大シソーラス  
見出し「公園」の表記 
 
図 6から図 9の各類語辞典に共通するのは，辞典と
掲げているため語釈や意味解説の記述が主になってい
る点である。一方，図 10のシソーラスを見るとこれら
のような語釈がない。それについてはシソーラスの編
者山口も本来ならば掲載したいところだが，現時点で
の掲載語が 20万語と非常に多く，語釈までつけると大
変な文量となるためシソーラスでは語釈を割愛してい
ると述べている。その点については，本論文のシソー
ラスの枠組みも関係性，用例などを優先し語釈を省い
ている。観光シソーラスにおける語釈については今後
改めて考え直さなければいけない問題であるが，記事
執筆に関わる際には観光にかかわりのある概念，イメ
ージなどをどのような語で解釈しどのように表すか，
また検索キーワードによる検索の面でいえば，目的の
ものを探すためにどんな語を発想し，それをどのよう
な語に意味づけて検索するのか，そのような面で捉え
た場合，翻って語の解釈＝語釈というものが重要性を
帯びてくる。そのような観点からも語釈の有無、表し
方についてはまだ研究の余地がある。 
また語句に対して上位，下位という概念がどのよう
に表されているかを鑑みると，類語辞典に関しては分
類に関しての上位，下位はあれども，見出し語と類語
との上位，下位関係はあいまいである。筆者も図 5で
は上位 BT，下位を NT として表したのだが，見出し語
が優先のため，BTという上位の語句であっても見出し
語の下に入れざるを得なかった。これは物事を視覚的
に捉える際には上に見えるものを上位，下に見えるも
のを下位と捉える傾向が人間にはあることから，改善
の余地がある。それに対して，図 10のシソーラスは小
語群の公園の上位語がきちんとその上にあり，また下
位語は下位の概念を表す語群としてリストという形で
下に入っている。これは概念として非常に捉えやすい。
その点，筆者のシソーラスでは上位，下位を視覚的影
響から２次元内でどう示すべきか，カテゴリ分類を新
たに設けるなど工夫をする必要がある。 
 またシソーラスの利用目的という点で考えると，文
章構築に利用する場合にはどの辞典も用例が少なく，
有用なものではない。その点で筆者のものはこれらよ
りも一語一語に対しては用例が多い。ただし量的には
まだ不足しており，その点は今後の課題としたい。ま
た今回ベースの文書集合をガイド文としていたため，
「事実」「事柄」をわかりやすく伝える表現が多くなっ
ており，文書には「○○＋ある」といった表現が多用
されていた。テキストマイニングにより「ある」とい
う動詞については整理を行ったが，このような例も含
め，情動を含んだ表現という点では極めて幅の狭いも
のであった。そのため「岩波書店 日本語 語感の辞典」
に掲載されていた文学作品の用例などについても参考
にし，どの文書，表現をベースとして考えるのか，「事
実」「事柄」のみを伝えるのか，観光に付随する「楽し
み」など情動までを伝えられる表現を扱うのか，その
点を考え直す必要がある。 
さらに守屋・井出が観光シソーラス構築の目的のひ
とつに掲げていた，あいまいな概念の検索に利用でき
るシソーラスについて考えた場合，あいまい性の元と
なりやすい「形容詞」や「形容動詞」などとの組み合
わせの用例が他の辞典，シソーラスは少なく，これら
の類語辞典やシソーラスでは利用価値が少ない。その
点，筆者の観光シソーラスの方がこれらとの比較では
用例が多く有用である。ただし筆者ももう少し形容詞
や形容動詞を拾い上げたかったが，予想以上にこれら
の出現が少なく，数が限定された。これは前述同様，
ベースの文書集合の選択問題が挙げられる。  
次に見出し語に限らず各辞書のカテゴリ分類部分に
注目した場合，動詞を分類分けの中心として捉えた図
6の講談社 類語辞典では「公園」は「遊ぶ・くつろぐ
（遊戯・休息）」という小分類の中のさらに「トコロ」
という分類に含まれている。なおこの講談社 類語辞典
の「遊ぶ・くつろぐ（遊戯・休息）」という分類には，
観光のような娯楽要素を多分に含む語句が多数分類さ
れており，観光にこれらの動詞の要素が大きく絡んで
いることが窺える。またこの辞典で「旅する」，「旅行
する」という動詞は「出かける」という大分類にカテ
ゴライズされており，ここに形容詞はないが形容動詞
 カテゴリ  
大分類：天地  中分類：庭・公園 小語群：公園  
【類語】園地 ;パーク 
【リスト（語群のタイトルの下位概念を表す語句）】 
都市公園；児童公園；国立公園；国定公園；自然公園； 
自然園；森林公園；海中公園；緑地；緑地帯；  
グリーンベルト；広場 
【関連語】 
風致地区；御苑；禁苑；禁園；離宮；校庭； 
遊歩場；遊歩地；遊び場；遊園地；テーマパーク 
【部分】 
砂場；ジャングルジム；シーソー；鉄棒；ぶらんこ
3.3 事例に対する考察 
さらに本論文の調査によって構築された図 5優先語
「公園」のコロケーションを用いた表現表記一例の結
果が，文章作成において有用かどうかを調査するため，
現在日本で出版されている他の類語辞典やシソーラス
辞典と比較を行う。その上で，この事例が意義のある
研究であったかを考察する。 
比較のベースとなる辞典には，さまざまな辞典を鑑
みた上で，語句の意味の近さ・遠さで順番が決定され
ている講談社「類語辞典」（図 6），日本語におけるコ
ロケーションと文章表現に近いものを表す際の参考な
る三省堂「文章表現のための類語類似辞典」（図 7），
文学作品の実例も含め多様な表現が表されている岩波
書店の「日本語 語感の辞典」（図 8），類語の使い分け
に詳しい小学館「使い方の分かる類語例解辞典」（図 9），
日本のシソーラスの基準として扱われている大修館書
店の「日本語大シソーラス」（図 10）を採用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 講談社 類語辞典 見出し 
「公園」の表記 
 
 
 
 
 
   図 7 三省堂 文章表現のための類語類似辞典  
見出し「公園」の表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 岩波書店 日本語 語感の辞典  
見出し「公園」の表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 小学館 使い方の分かる類語例解辞典  
見出し「公園」の表記 
 
 
 
 分類  
小分類：遊ぶ・くつろぐ（遊戯・休息） 
名詞の類：トコロ 
 語釈・用例・複合語例（→）・対義語（⇔）・注記◇  
① 樹木や草花を植え，遊具などを設置した，公衆が
遊んだりくつろいだりする場所．多く，市街地に
ある． 
【用例】「子供のころは近所の ～ で毎日遊んだものだ」→ 
【複合語例】 児童公園 ◇②に対して 都市公園 という． 
② 観光や自然保護のために定められた広大な地域． 
【複合語例】→国立公園・国定公園・自然公園・森林公園  
◇一般に ○○公園 の形で用いる． 
①に対して 自然公園 という． 
  語義・用例〈 〉・文学作品に出てくる実例   
１市民の憩いの場として設けられる公共の庭園をさし， 
会話にも文章にも使われる日常の漢語． 
【用例】「 ～ のぶらんこ」「 ～ を散歩する」  
【文学作品に出てくる実例】 
林芙美子の『放浪記』に 
「玩具箱をひっくり返したような ～ の中」とある． 
２「国立 ～ 」のように， 
自然保護や観光・保養などの目的で指定された 
広大な地域をもさし，その場合はやや専門的． 
 
 
 
 文例（→）・類語（類）  
【文例】「市民が楽しめる ～ を作る」  
【類語】 庭園・緑地・広場・園地・植物園・動物園・遊園
  
 カテゴリ  
大分類：衣食住   中分類：庭・塀 
 見出し語（類語グループ）  
公園／遊園地／パーク 
【共通する意味】人々の憩いの場として作られた施設． 
【英】 a park 
【使い方】 
  [公園]→「公園の中を散歩する」→児童公園→自然公園 
[遊園地]→遊園地へ行って観覧車に乗る  
[パーク]→テーマパーク 
【使い分け】 
  １「公園」は，公衆の保健，慰安などのために，国，ま
たは公共団体によって造られた庭園，または一定区域を
いう．ぶらんこやすべり台，鉄棒，砂場などが設置され，
児童の遊戯のために造られたものや，山，水，樹木，草
花や動物などを組み合わせて造られた空間， 
また， 国立公園 のように，自然の状態を保存，管理す
る広大な一定の地域．「公苑」と書くこともある． 
  ２「遊園地」は，子供などが楽しく遊べるような設備を
整えた場所をいう．ぶらんこ，すべり台などよりも，機
械仕掛けで動く設備が多く，それらを利用するものは通
常は有料となっている． 
  ３「パーク」は，「テーマパーク」のように，他の語と複
合して使われ，単独で使われることはあまりない． 
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には「始発の」，「終発の」，名詞には「遠足」，「ピクニ
ック」，「旅路」，「バックパッカー」など旅に関する語
句が多数含まれていた。これらの点を熟考した場合，
今回は先にカテゴリ分けとして名所の名詞ジャンルを
ベースに見出し語とし，その語句とつながる関係性，
共起度数で他の語句を区分していたが，動詞を見出し
語とし関連語を引き出すという方法もある。これにつ
いては今後の研究につなげられる事項である。 
 
Ⅳ. おわりに 
 
既に発行されている類語辞典やシソーラスと比較し
てみても，検索に用いる点では筆者の試行した観光シ
ソーラスは関連語句が多く，記事執筆に用いる点では
より用例が多く，その枠組みを本論文において示せた
ことは意義があったと考えられる。ただし前述のよう
に，抽出元の文書集合として観光協会の記事を採択し
たことにより，「名詞＋ある」など極めて平易な表現が
多くなったことは否めない。これはベースとなる文書
集合の選択問題として，観光協会などのウェブサイト
の執筆者が事実を忠実に伝えることを目的とし，客観
的な表現語句を多用しているため感情表現などが乏し
いことが挙げられる。また日本においては紀行文とガ
イド文のスタイルには明確な差異があり，いくつか行
われているトラベルライティング講座などの指導にお
いても，日本ではガイド文は客観的な視点で事実を捉
え，執筆者が客観的に表現することを定型パターンと
して教えている。そのため自ずと感情を排した表現と
ならざるを得ず，ガイド文では感情的語彙が限られ，
それらが今回も反映していることが考えられる。 
上記の反省も踏まえると,今後は文書集合の対象を
出版物や口コミサイトなどに広げることも考慮する必
要があるだろう。また先に述べた「動詞」を優先語に
採択する方法もあるほか、事物の性状のほか事物に対
する感情を表わす語である「形容詞」を見出し語にし
た場合には，観光に伴う感情の動きをまとめた「観光
表現のシソーラス」を構築できる可能性も示唆される。
その際，ベースには言葉の研究，観光イメージの研究
が欠かせないが，観光表現には，「快」や「楽しみ」を
表す語句が多用されることから，その研究が観光のみ
でなく，普遍的な「快」や「楽しみ」の感情と表現の
関連性の研究に転用できる可能性も考えられる。 
 
注 
1)藤田(2008)によれば、キーワードを選択する方法には全 
文キーワード法と制限（統制）キーワード法がある。全文キ
ーワード法は原文に表れた自然語をそのままキーワードと
する方法で、制限（統制）キーワード法は情報内容を分析し
て、あらかじめ作成されたキーワードリストの中から、キー
ワードを選択する方法となる。さらに制限(統制)キーワード
法にはキーワードを語で表す方法と記号で表す方法があり、
語で表すキーワードリストの代表的なものをシソーラス、記
号で表す方法を分類という。 
2)オントロジとはシソーラスに概念同士の関連をさらに詳
細に記述したものをいう。 
3) 重み付けスキームとは，語句間の関係性を頻出する比率
などで測り，定量化する仕組みのことをいう． 
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